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汗腺の組織学的並びに組織化学的研究
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緒

　汗腺は比較的簡輩な構造をもつた外分泌腺で

あるに拘わらす，その機能生理に関しては關明

されていない点が多い．殊にその解剖学的構築

に即しての機能的な説明が充分に行われていな

い．その主なる理由は，汗腺を有する動物が全

く少ないために実験的研究が行われ難いヒとに

基いてV・る．

　我々i教室同人は化学的感受体機構を提唱し，

そとでは腺管潤管部の特性を重覗している．汗

言

腺構築に関する報告は少なくないが，潤管部の

記載は従来殆んど全く行われて：いない．そこで

は就中所謂逆吸牧その他が問題となるが，以下

その見地に基いてそれらの諸特性を解決しよう

と試み：た．更にi教室同人は組織化学的証明法の

系統化を試みているが，それら諸法を利すると

とによって，腺房外分泌能を組織構造に即して

制断し：たいと考える．
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第　1編

第1章　アポクリン汗腺特にその分泌部の組織学的所見

　汗腺はPurklnje（1833）によって発見され，

前世紀中頃には略ミ今日の程度の組織学的知見

が得られ，Schie晩rdecker（1917～22）に至って

大体集大成された．その後の研究は殆んどが彼

の学読に基礎を置くものである．

　汗腺自体は比較的簡輩な外分泌腺で，眞皮或

いは皮下組織申に埋回する分泌部とそれより迂

曲上行して皮膚面に開口する迄の排泄管とに分

たれるが，先ず分泌部の組織学的所見を略述す

る．

　分泌部は一般に排泄管より太くて糸球体を形

成し，末端は群肝に絡る．腺体（腺管のみより

成ることあり，：叉排泄：管が力賊：）る～二ともある．）

は甲皮の深部叉は皮下組織中において重豊し，

個々の腺体は別々の結合組織で包まれる．腺管

の中央は腺腔iで腺管壁の内層は腺細胞より成

り，外暦は固有膜でその聞に判物筋細胞の層が

ある．

　固有膜についてはMinamitani（ig41）は三暦

に分たれ’るとし，内暦は鉄ヘマトキシリンで張

染し筋細胞を横に結合するもので「たが」繊維

と呼び，申層は鉄ヘマトキシリンで全納し輪状

に走る．最外層は同じく輪走し繊維性であるが

粗であるとしてV・る．

　平滑筋細胞は腺細胞と同じく外胚葉性で，一

般亭滑筋細胞に全く一致する，本細胞は腺管の

長軸方向に軽く螺旋1伏に走り，横断面は略ζ三

角形，牛円形或いは丘形で尖端を腺細胞側に向

けている．

　腺細胞は腺塁壁の最：内暦を規則正しく一暦に

配列する．腺細胞の遊離表面には閉鎖堤があ

り，腺細胞の接触面問には細胞聞分泌細管はな

い。腺細胞の大さはエツタリン汗腺（以下同一

汗腺と略記する）に比し遙かに大で，特にそれ

は腋臭者の腋窩において：最：も著しく，その高さ

は非腋臭者の2．5倍に達するとされている（吉

弘）．その形は略ζ円柱形，立方形及び扁雫形

の3型に分つととが出来るが，その聞には勿論

移行形が存在する．叉工一汗腺に比しエオジ

ン，鉄ヘマトキシリンに強平し一般に暗調であ

る，これらの細胞の形及び染色性の相違が腺の

分泌機能情態を裏付けするものと以前から考え

られて来た．即ち円柱：形の丈の高い細胞は，原

形質は不平等に淡染して穎粒歌を呈する分泌旺

盛な活動期のもので（広田），Talke（1930）は

オスミユーム酸混合液で固定染色して暗調細胞

となし，アポクリン性分泌を繰返している闇に

次第に原形質を失い，円柱形，立：方形より途に

扁卒となる．この扁『野州の原形質は平等に淡

凹し突起を出すととは少なく，分泌休止期にあ

り明調細胞である．以上の如く焼野細胞は別々

の細胞としないで同一細胞の歌態型と考えられ

ている．しかし干すべて：の細胞が同一期にある

とは限らす，屡々両型が混在するが，腋臭者で

は常に分泌型であることが多い．

　核は一般に円形叉は楕円形でエー汗腺のもの

より遙かに大きく，叉染色質に乏しく明調で，

エオジンに好染する球形の核小休を1或いは数

個有している．核の位置は円柱形細胞では中央

部か或V・はそれより基底に偏し，立方形細胞で

は略ヒ中央にある．

　原形質内には鉄ヘマトキシリンに強照する分

泌門門を含み，稀に1～2個の赤血球大気のエ

オジンに好罰する丸い穎悟：を見ることがある．

小顯粒は腺腔側に密集するのに反し，大開粒の

位置は不定である．その量は機能状態により，

叉アー汗腺の部位によっても異なるが，一般に

腋窩アー汗腺に最：も多量である．

　腺腔の広さは分泌細胞の高さ，分泌物の量及

びMyoepithel（K611iker）の牧縮歌態等に関係

して来る．内腔中に見られる分泌物は破壊され

た細胞，微細穎粒群或V・は一様に染まる同質体

【164】



汗腺の組織単一旧びに組織化学的研究 165

及びそれらの移行型である．

第2章腋臭アー汗腺分泌部の組織化学

緒

　アポクリン汗腺申腋窩アー汗腺特に腋臭者の

そμは極めて：著明で，且つ材料牧谷も比較的容

易なので以下実験材料としては腋臭者の腋窩皮

膚を利用した．

　始めて腋臭Osmidrosis　axillaeなる名称を記

載したのは大野で，欧米の文献には「わきが」

に相当する疾病の記載はないとされている（永

光）．本邦では古来「わきくそ」，「わきくさ」等

と呼ばれ，明治以前は狐臭，胡町の丈字が使わ

れていた．腋臭の臭気の実体に関しては，組織

学的にはアー汗腺とエー汗腺との聞には本質的

湘違は認められすとして結論が得られす，生化

学的，組織化学的にはアー汗腺分泌中の脂肪に

その原因を求めんとし，結局その低級飽和脂酸

中のNOIlylsaureが最も似た臭を持つとしてい

る．

　本章においては腋臭アー汗腺の系統的な組織

化学的偉索を行い，それら成績によリアー汗腺

の諸機能特にアー汗腺潤管部の特性解明の一資

料たらしめんヒとを企図した．

　　　　第1項腋臭アー汗腺分泌部に

　　　　　　　お・けるCyto1物：質

　糖蛋白体を構成する炭水化物は生体において

は：主としてPolyalkohol乃至Polysaccharidで，

大原（1949）はヒれらの酸fヒにより生する一CHO

基はFeulgen反応におけると同様：Fuchsin一

亜硫酸により捕捉し得る点に着目し，糖蛋白体

の組織化学的証明法を創案した．しかしこの証

明法による陽性物質は糖蛋白体のみならす，

Polysaccharidその他端知物質の存在すること

を考慮して，陽性物質をCytol物質と称し，～二

の反応をCytol反応と名付けた．なおPolysac

charidに：拾けるHotchkiss（1948）の方法とは

同一原理であるが，大原はとれと全く独立に考

案したものである．余は腋臭アー汗腺に本反応

言

を行って見た．

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

i）実験材料

　腋窩皮膚切除手術を希望せる，腋臭患者10名の切除

皮膚を用いた．即ち

例数：

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

氏　　名

前○耕○

八○普0

畑○花〇

五〇君0

櫻○史○

宮○金○

山○義○

斎○歌O
坂○房○

岩○一〇

年齢

24

25

22

21

19

25

22

19

23

21

性

ε

δ

♀

♀

6

ε

ε

♀

δ

♀

奥　度

軽　度

高　度

中等度

高　度

軽　度

中等度

　〃

軽　度

申等度

軽　度

標本番号

H30

H31

H58

H68

H84

H35

H86

H87

11go

H92

　ii）実験方法

　a）固定：Zenker液或いはフォルマリン

　b）包埋：パラフィン

　　c）切片＝5μ前後

　d）脱パラ
　　・）や・3％過沃度酸（HJO・）溶液に浸漬，室温，

　　　2時間或いはそれ以上

　　f）水洗（流水），2分丁丁2回

　9）Fuchsin一亜硫酸液に投ず，室温，30～60分間

　h）亜硫酸水にて洗源，2分聞宛2回

　　i）水洗（流水），2分閻宛2回

　　j）野水→カルボールキシロール→バルサム

　成績＝陽性部位は赤色～帯紫赤色を呈し，又濃赤

　　　　色穎粒状に出現することもある．

　　　　　　（2）実　験成　績

　本反応により標本は紫赤色を帯びるが，各種

組織，細胞により濃淡の差が現われる．腋臭ア

ー汗腺分泌部におけるCyto1物質の分布は第．1

表の如くである．即ち固有膜，干滑筋細胞層に

は陽性～彊陽性の程度に雫等に分布しているの
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第1表　腋臭アー汗腺分泌部におけるCytol物質

分

泌

部

固　　有　　膜

季滑筋細胞

腺

細

胞

先　端　　部

爾余の原形質

　　核

H30

十

H31 PH58

十

十

十

十

H63

十

十

H：84

十

十

HS5

駅G）

±～
＋（G）

±

柵（G）

±～
赫（G）

十

十

＋（G）1暑（G）1蝋G）1柵（G）

±～　　±～　　±～　　十～

一一士庄騨1嬰1竺騨嬰

H86

十

十

什（G）

±～
＋＋（G）

±～±

H87

十

十

＋（G）

±～
＋（G）

一～十

Hgo

十

十

柵（G）

±～
＋（G）

±～十

Ilg2

十

十

什（G）

±～
＋（G）

±～十

腺 劇＋1＋一甘［‡田爺）i＋i田＋1＋「什
陰性±・・微弱陽性十…弱陽性十…陽画斗…強陽性H十…強，々陽性柵…上より稽ぐ強きもの±

（G）……暖紫赤色穎粒状

が見られ，腺細胞では基底部原形質に微弱陽性

～弱陽性で核には微弱陽性のことが多い．特異

なヒとは先端部原形質に暗紫赤色滴歌穎粒が著

明に出現していることで，基底に及ぶに従い分

布は粗となり途に見られなくなる．分泌突起は

陽性～僅かに強陽性，腔内分泌物は陽性～張陽

性で両者共に時に前記の如き暗紫赤色穎粒を混

ずる～二とがある．

　この穎粒の形は球形乃至紡錘形で，その出現

畔菅を分泌期に応じて仔細に観察するに，腺細

胞が立方形より円柱形更に分泌突起を持つた活

動期には，細胞先端部に極めて著明に出現し，

前記の如く時々分泌突起，腔内容物中にも出現

するのを見る時期が分泌の旺盛期と思われる．

所が休止期の扁準化した腺細胞では殆んど見ら

れないか，見られてもほんの僅かで，紫野帯色

は濃縮した感じで陽性～強陽性である。

　上記穎粒は分泌期に応じ出現，充盈，排出，

溝失を繰り返すようで，ミ1・コンドリアより小

分泌穎粒に更に発育して成熱分泌顯粒となり一

般に黄色色素，脂肪，鉄を含むとされる分泌一

粒に相当する如く思われる．

　　　　第2項腋臭アー汗腺分泌部

　　　　　　における数種アミノ酸

　　（A）塩基性アミノ酸（AnglDin，　Histidon，

　　　　Lysin）

　一定pH域では塩基性アミノ酸は或る種酸

性色素と結合するとV）うこと　〔Chapmann，

Greenberg，　Schmidt〕（1927）を応用して，敏室1

大原はArginin，　H　istidin，　Lysin等の塩基性ア

ミノ酸を’Tropeolin－0に結合せしめて組織化

学的に証明した．本法を腋臭アー汗腺に用いた

成績は次の如くである．

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　i）実験材料

　前述Cytol反応に用いた皮膚と同一材料である・

　ii）　実験方法

　　（a）固定；　フォルマリン

　　（b）包埋：パラフィン

　　（c）脱パラ．水洗後0・5％Tropeolin緩衝溶液

　　　　に15分間浸す

　　　　任意の緩衝液pH　1・2～1・8　Trope61in－0

　　　　を用う

　　（d）水洗（pH　1・2の緩衝液にて弁色するも可）

　　（e）アルコールで分別すると共に睨水→キシロ

　　　　ール→バルサム封入

　成績：Arginin，　Histidin，：Lysin含有部位は黄色

　　　　～黄褐色に染まる．

　　　　　　（2）実　験　成　績

　塩基性アミノ酸の分布は第2表の如くであっ

て，赤血球に著明で次V・で固有膜，殼年暦に強

く出ている．

　腺細胞では先端部原形質，分泌突起に陽性或

いはそれより僅かに強く出ているようで，その

他の部位は略ヒー檬に弱陽性程度である．腺腔

に分泌物があれば大体弱陽性～陽性である．以

上は活動期のものであるが，休止期では一様で

【166】



汗腺の組織学的亜びに組織化学的研究 167

第2、表　腋臭アー汗腺分泌部における塩基性アミノ酸

分

泌

部

固，　有　　膜

卒滑筋細胞

腺

細

胞

先　端　部

爾余の原形質

　　核

腺 腔

H30

十

十

　十

±～十

　±

H31

十

　十

三～十

］i工58

十

十

十

十

＋1＋

H68。

十

十

十

十

十

IIS4

十

十

十

’十

H85

十

十

十

十

十

I186

十、

十

十

十

H87

十

十

十

十

十

H90

十

十

十

十

十

Hg2

十

十

十

十

十

＋1＋i＋1－1一～＋1＋1＋1＋　＋1＋

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽幽十…弓墨陽性冊…強・山場性柑…上より稽ヒ強きもの±

濃淡の差少なく前者に比し僅かに彊い．

　　（B）Cystln及びCystein

　Cystin及びCysteinは含硫黄Amino酸とし

てMethiOninと共に，極めて重要なAmino・酸

とされている．i教室大原，倉田（1947）はヒダン

トインを用いる硫化鉛反応を応用して組織化学

的にCystin及びCystelnを証明し，更に最近

ヒダントインを用いざる改良法（未発表）を創

案した．余は腋臭アー汗腺にその改良法を試み

て見た．

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　i）実験材料

　前述Cyto1反応に用いた皮膚と同一材料である．

　ii）　実験方法

　　（a）固定：10％フォルマリン，2～3日，長

　　　　　くなる方が良い．組織塊は厚さ2粍以下と

　　　　する．

　（b）水洗：流水にて5～6時間

　（c）次の基質液に浸し，70～90。C約15時間反応

　　　せしめる．

　　　水酸加カルシウム…………0・69　　　｛

　　　酷言下……………・…・・…0．15g

　　　蒸溜水…一…・・………100・Occ

　　　本基質回申蒸溜水は30分間沸縢させて室浬

　　　で充分CO2を出す．なお操作中CO2を吸

　　　回しないよう軽く栓をする．

　（d）法の如くアルコール脱水→パラフィン論い

　　　はツエロイヂソ包埋

　（e）切片・10μ前後

　（f）脱パラ→バルサム封入

　　　或いは睨パラ後ナフチールグリユーソ乃至

　　　リヒトグリユーンで淡く後染色する．

成績：Cystin及びCysten含有部位は褐色乃至黒

　　　　色を呈し，叉同色微細穎粒状に出現するこ

　　　　ともある．

第3表　腋臭アー汗腺分泌部におけるCysthユ及びCystein

分

泌

一部

固　　有　　核

ZF滑筋細胞

腺

細

胞

先　　端　　部

爾余の原形質

　　核

H30

十

十

H31

十

十

±

±

士

H58

十

十

十

±

十

H68

十

十

H84

十

十

十～
＋（G）

十～
＋（G）

　十

H85

±

：±

H86

十

十

秘）1‡飴）

±～　十～
十（G）十（G）

　±　　　十

II87

±

±

±

±

±

Hgo

±

±

H92

±

±

±

±

±

腺 劇■■±1■± ± 判土山1一
一…
A性士…微弱陽性十…陽性丁丁…陽性什…強陽性柵…強ノζ陽性柵…上より稽ぐ強き

もの±…（G）……黒褐色穎粒状
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　　　　　　（2）実　験　成　績

　本法による基質液の浸透は組織により不均等

で，組織塊の表在部に良く反応の現われる傾向

が見られるので組織塊は可及的薄くしたが，そ

れでもなお不均等で最：もよく現われた部分を目

標に．し二才した．

　Cystin，　Cysteinの分布は第；3表の如くで，

一般に赤血球，結締織に著しく，分泌部では概

して固有膜，r二七筋細胞層に弱陽性～陽性で割

に多く，腺細胞に少なくそれも先端部基底部に

見られたのみである．唯特異なヒとはH8d，

H：85，H86の3例で原形質全体に亘り，黒禍色粗

大顯粒が密或いは粗に散在しているととで，本

四粒は他組織中には見られなかった．核には微

弱～弱陽性程度である．分泌期による差異は活

動期により雇いようで上記穎粒も同期に多い．

　　　　第3項腋臭アー汗腺分泌部

　　　　　　における2～3の酵素

　腋臭アー汗腺における2～3の酵素特に炭酸

アンヒドラーゼ，フォスファターゼを組織化学

的に検索し，アー汗腺諸機能考察に資せんと試

みた．

　　（A）炭酸アンヒドラーゼ（CO2－Anhydrase）

　本酵素は：主として赤血球中に存在してHCO’3

；土CO2＋OH’の反応を触媒し，血液肺胞内聞

のCO2交換に重要な役割を演じている．

　本酵素が1932年：RoughtonによりCorbonic

第4表

　　　　蝉吟番号

組　織　別

　　　　　　　　　　　　　　anhydraseと命名されて以来，幾多の研究業績

　　　　　　　　　　　　　　が発表され，その分布並びに意義が解明されつ

　　　　　　　　　　　　　　つあるが，それら諸業績は何れも検圧法その他

　　　　　　　　　　　　　　による定量成績：である．所が教室倉田（1949）

　　　　　　　　　　　　　　はCaCO3，　MnCO3の形で本酵素を捕捉する

　　　　　　　　　　　　　組織化学的証明法を考案し，教室中井（1950）

　　　　　　　　　　　　　　は本法を用いて入胎盤及び家兎副睾丸に分布す

　　　　　　　　　　　　　　ることを初めて指摘した．余は腋臭アー汗腺に

　　　　　　　　　　　　　おV・て本法を試みて見た．（本酵素の組織化学

　　　　　　　　　　　　　　の詳細に関しては拙著”CO2－Aの組織化学的

　　　　　　　　　　　　　研究〃参照）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　　　　　　　　　　　　　　i）実験材料

　　　　　　　　　　　　　　前述Cyto1反応に用いた腋臭患者の切除皮膚と同

　　　　　　　　　　　　　一材料であるが，薬物並びに熱処理のため破損失敗を

　　　　　　　　　　　　　　した例を除きH68，　Hδ4，　H85，　Hgo，　H92の5例であ

　　　　　　　　　　　　　　る．

　　　　　　　　　　　　　　ii）実験方法

　　　　　　　　　　　　　　倉田の第2法（重炭酸マンガン法）による．

　　　　　　　　　　　　　　　（a）固定：Aceton…………1時間

　　　　　　　　　　　　　　　（b）水洗（溜水）……………30分間

　　　　　　　　　　　　　　　’（c）茨の基質液に37。C　30分間浸漬する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8％重曹水…………100．Occ　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　MnC12’4H20…一・…・…1．Og

　　　　　　　　　　　　　　　　　濾過透明液を用う．

　　　　　　　　　　　　　　　（d）水洗（溜水）…・一・1時間

　　　　　　　　　　　　　　　（e）アルコール脱水（1～2日間，手早く→パラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　フィン包埋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（f）切片：15～20μ

腋臭アー汗腺分泌部に紺る　　　　（9）キシ・P・レ脱パラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（h）0．1％過沃度酸加里（KJO4）
；炭酸アンヒドラp・ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に370C，24～48時間浸漬

分

泌

部

門　　有　　膜

平滑筋細胞
腺「

細
胞

先　　端　　部

爾余の原形質

　　核

H68

＋（G）

＋（G）

H84

什（G）

甘（G）

H85

±（G）

±（G）

H90

±（G）

±（G）

Hg2

±（G）

土（G）

腺 劇±（釧＋（G）1一

一… A性±…微弱陽性＋…易易陽性＋…陽性十ト・・強陽性柵…

強’々陰性モ什…上より稽ヒ強きもの±…（G）……褐色穎粒朕

　（i）水洗，脱水，バルサム封入

　　　余は0・05％メチールグリユ

　　　ーソで淡く後染色を施し

　　　た。

成績：CO2－A含有部位には黒

　　　　褐～淡褐色穎粒が出現す

　　　　　　　る．

備考：

（i）　CO2－A穎粒との鑑別上困

　　　難を来たさないよう，使用
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　　　する一一切の器具，液体に塵芥の混入しないよ

　　　　う注意した．

　　な　（i孟）前記基質液よわ重曹水を除いたものを対照液

　　　　として対照標本を作った．

　（lii）穎粒発見には赤血球中の顯粒を目標にした．

　　　　　　（2）実　験　成　績

　CO2－Aの分布は第4表の如くで，穎粒は赤

血球に極めて顕著で，アー汗腺としては腺細

胞，上皮細胞に著しくH：s4に典型的な像を得

た．腺細胞では楕円形，円形の血色細小穎粒が

密在し，それは先端部により密である（獄4）そ

の聞に塊1伏，楕円形或いは牛月形の黒南面粗大

穎粒が散在している．

　固有膜，手許筋細胞にはすべて陰性で，腺腔

では2例に僅かに上記穎粒を見たのみである．

分泌期による差異は殆んどないようである．

　　（B）アルカリ及び酸フォスファターゼ

　フ膏スファターゼは燐酸エステルの水解乃至

合成を触媒する酵素で，鈴木等（1907）が植物

組織に，McCollum等（1908）が動物組織に始

めてその存在を認めた．燐酸エステルは生物体

内に広汎に分布し，その合成，分解という意味

において，フ‡スファターゼは特に化骨形成，

石友沈着，代謝等生物学的に極めて重要な意味

を持っている．

　従来主として組織化学的に検索されたものは

フォスフォモノエステラーゼであって，その至

適pHによリアルカリ性，中性，酸性フォスフ

ァターゼに区別されている．その差は担持籏の

差によるものと考えられている。

　フォスファターゼは生化学的には勿論，組織

化学的にも高松11939），Gomori（1941）等に

より，その証明：方法が確立され，幾多の知見が

1発表されてV・る．

　余は腋臭アー汗腺のアルカリ及び酸フォスフ

ァターゼを検索し，それらの分布を系統的に比

較観察し，本汗腺の機能考察の一助となす可く

次の実験を行った．

　　（a）アルカリフォスファターゼ

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　i）実験材料

　前述Cyto1反応に用いた腋臭患者の切除皮膚中

Hs5，　H86，　H87，　Ilgo，　H92の5例である．

　ii）実験方法

　固定，基質その他はすべて高松氏原法によったが，

基質液浸漬は37。C　8時間とした．なお対照として，

グリセロ燐酸ソーダを除いた基質液を用い，全例に対

照実．験を附加した．

　　　　　　（2）実　験成　績

　黄粉色の呈色反応が全般に亘り略ヒー様に出

現した．濃度が一般に淡かったのは基質液中の

浸漬時聞によるものと思われる．

　分布は第5表の如くで，腺細胞では先端部原

形質に比較的濃く基底部に薄い．細胞相互間の

境界は不鮮明である．胞体申顯粒状のものめ存

在は認められなかった．固有膜には陰性，『二滑

第5表　腋臭アー汗腺分泌部における

　　　アルカリフォスファターゼ

　　　　例数番号

組　織　馴

分

泌

部

両　　有　　膜

卒滑筋細胞

腺
細
胞

先　　端　　部

爾余の原形質

　　核

II85

±

±

±

H86

±

±

±

十

H87

±

±

Ilgo

±

±

±

H92

±

±

±：

腺 胞 ± ± 士 ± ±

一… A性士…微弱陽性＋…弱陽性十…陽性料…強陽性十｝十…

強・々陽性柵…上より稚ヒ強きもの什
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筋細胞では筋繊維に微弱（’弱陽性，腺腔内容物

叉弱陽性程度であった．

　休止期よりも活動期の方が全体としてより濃

v・．

　次に申性メヂウムで実験を行うとその命布は

第6表の如くである．

第6表　腋臭アー汗腺分泌部における

　フォスファタ・一十　（中性メヂウム）

　　　　回数番号

組　織　別

　　固　　有　　膜
分　l　z｛三　滑　筋　系田耳包

泌

部

腺
細
胞

先　　端　部

爾余の原形質

　　核

H85

±

十

朴（G）

＋（G）

H86

十

十

十

十

H87

±

十

十

十

H90

土

±

十

十

H92

±

±

十

十

腺 腔1＋ 十

一… A性±…微弱陽性＋…弱陽性＋…陽性甘…強陽性柵…
丁々陽性柵…上より稽ヒ強きもの土…（G）……黒色穎粒状

　腺細胞では先端部原形質に黒穂色呈色反応が

著明で，H85の1例には黒色画面粗大顯粒の出

現が見られ，基底部に行くに従い粗となる，褐

色呈色も漸次淡くなって行くのが見られる．固

有膜は微弱陽i生程度．腺腔内には2例に僅かに

見られた．細胞境界は不鮮明である．平滑筋細

胞暦では筋繊維には弱陽1生から陽性程度に出て

いる．以上は活動期のものであるが，休止期に

至ると黒陽色呈色並びに穎粒一般に減するよう

であるが，唯先端部原形質では濃縮されπ感を

与える．

　　（b）酸フォスファターゼ

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　i）実験材料

　前述アルカリフォスファターゼに用いた皮膚と同一

材料である．

　ii）実験方法

　Gomoriの記法による．基質液浸漬は37。C，10時

間とした．なおグリセロ燐酸ソーダを除いた基質液を

用いて対照実験を行い，成績の正確を期した．

　　　　　　（2）実　験　成　績

　黒揚色呈色反応は前二者に比し，最：も張力且

第：7表　腋臭アー一汗三分一部における

　　　　酸フォスファターゼ

＼数番号
組織腎1＼

分

泌

部

固　　有　　膜

李骨筋細胞

腺
細
胞

先　　端　　部

爾余の原形質

　　核

HS5

十

卦（G）

＋（G）

II86 H87 Hgo 1192

十

甘（G）

＋（G）

十

＋（G）

＋（G）

±

卦（G）

皆（G）

十

十

腺 腔1引＋（G）1－1＋（G）1一

一… A性±…微陽陽性十…弱陽性十…陽i生甘…強陽性柵…

強・々陽性柵…上より梢ζ強きもの±…（G）……黒褐色穎粒
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つ鋭敏であった．従って反応出現不均一の度合

が強V・，その濃度分布は第7表の如くである．

　分泌部の黒褐色呈色反応は最：も顕著で，先端

部原形質濃染し黒褐色塊ナ伏の粗大穎粒が可成り

の程度に密在している．基底部に向い漸次淡染

し前記穎粒分布も粗となって来る。核は著しく

濃染して浮彫りの如くなり，内容は無構造様時

に・二部室三脚知こ見えるものがある．核存在部に

は雨粒出現が殆んどない．細胞境界は不鮮明で

ある．固有膜は陰性，準滑筋細胞では筋繊維に

微弱～弱陽性であった．腺腔には2例に穎粒出

現が見られた．以上を燐化合物検出の標本と比

較観察するに，陰陽の部位が極めて：対照的であ

る．以上は活動期であるが休止期では穎粒減少

し原形質に薄くなる．

　　　　　第4項アー汗腺の脂肪

　アー汗腺に脂肪が存在することはTalke（19

03）以来多数の研究者によって認められた所で

あるが，更にその脂肪が如何なる種類に属する

やについては種々なる研究が行われている．即

ち腋窩アー汗腺には中性脂肪の存在を認めるも

の（小山，長島，吉弘等）と，認めないもの（田

村，Richter，永光等）とがあり，更に詳細な研

究により永光はコレステリンエステルは腺腔に

多く，リポイドは腺腔に限られ，脂肪酸は腺腔

内に多いが腺細胞内に陽性なる例もあったと述

べこてV・る．

　：Krompecher（1935）は腋窩アー汗腺腺細胞内

には申性脂肪はあるがリポイドは証明されす，

腺腔，管腔内にはリポイドは証明されるが脂肪

酸は汗口附近の角質層内に見られることより，

腺細胞の中性脂肪（分泌穎粒）は分解して腺腔

内でリポイドとなり，排泄管によって毛嚢漏斗

に至りヒヒで更に分解されて脂肪酸になると結

論している．

第3章総

　以上糖蛋白体としてCyto1物質，塩基性ア

ミノ酸としてArgillin，　Hist｛din，　Lysin及び

Cysti11，　Cystein更に：酵i素としては．；炭酸アンヒ

ドラーゼ及び3種のフォスファダーゼ等の各物

第8表

括

　＼四壁物質組織別＼一

Cyto：物改
塩基慢

`mmo酸
Cystm　u
i＝y8tein

COγ
`nhy・
@drase

へ1k

ohos－
垂?≠狽≠唐

Saure
ohos
垂?h焼ase

備　考

固　有　膜

李滑筋細胞

先端部

爾余の
ｴ形質

細胞核

腺　　　腔

備　　　　考 点は立位 点は商情 点は穎粒 点は穎粒

註　1）高さは反応度

　　　　　　　　　　　　　質の系統的な組織化学的検索を行った．而して

　　　　　　　　　　　　　各項記載の濃度分布を概観して見れば第8表の

　　　　　　　　　　　　　如くとなる．これを比較観察するに，全般的に

　　　　　　　　　　　　　Cytol物質，アミノ酸は団有珠，　r三滑筋細胞，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血管壁等闇質系細胞乃至組織

腋臭アー汗腺分泌部における　　　　　　　に多く上皮細胞に少ないとい

各種：物質の分布状況　　　　　　　　　　　　　うi類似性を：有し，フォスファ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターゼ類は逆に腺細胞上皮細

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞に濃渡高く間質系細胞に低

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い・しかし細部に関しては必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らすしも一様でなく次に各：部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について概括して見る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）圃有膜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cytol物質，塩基性アミノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸，Cystin及びCysteinは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべて濃度高ぐ，各部間の濃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度的差異は殆んど認められな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V・．炭酸アンヒドラーゼ，フ

　　2，幅は頻度　3）点量は回避出現蔓　　　　オスファター着類は概ね陰性
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か或いは徴弱に存在するのみである．

　2）雫滑筋細胞

　Cンt）1物質，塩基性アミノ酸，Cystin　u．

Cysteinは固有膜程度で比較的多く，フォスフ

ァターゼ類は弱陽性～陽性に出現する．

　3）腺細胞

　各物質共極めて多く特に先端部原形質におい

て縛りで，Cytol物質，酸フォスファターゼで

は暗赤色並びに黒褐色穎粒が密在している．

Cystin　u．　Cysteinは頻度は少ないが矢張り顯粒

第4章考

　前述の組織化学的所見より次の如くに考按す

る．

　1）固有膜

　一般にCytol物質，塩基性アミノ酸，更に

含硫Amino酸に富み，微弱ながらフォスファ

ターゼを有している．従ってこの固有膜繊維

は，主としてヒれら諸物質により構成される鎖

状物質である・フォスファターゼが牧縮性繊維

に証明される点から，繊維牧戸に件うPのturn

overが最：近問題とされたが，汗腺固有膜の所

見もとれに該当している．

　2）r二滑筋細胞

　胎生期腺管上皮の外層細胞から成育したもの

で外胚葉性のものとされ，他腺のMγoeplthel

zellenに相当し，一般雫滑筋と同様である．

　Cytol物質，塩基性アミノ酸，Cystin　u．　Cysteln

が比較的多く，特にフォスファターゼが筋成分

に陽性に出ていることは，その牧縮機能に関係

があるものと思われる．

　3）腺細胞

　検証した各種物質は共に豊富である．即ち胞

体は塩基1生物質に富み，その間にCytol物質，

酸フォスファターゼは殆んど全例に亘り極めて

第5章　結

　（1）腋臭アー汗腺分泌部につき，Cytol物質，

塩1基：アミノ酸，Cystin　u．　Cystein，炭酸アンヒ

ドラーゼ，フォスファタPゼ（アルカリ酸）等

欺出現を見ている．炭酸アンヒドラーゼは全体

（先端部に密）に微細黒褐色顯粒が散在してい

る．これらの穎粒物質は分泌期に応じ著明に増

減し休止期細胞では殆んど消失し，分泌穎粒に

一致するものと思われる．腔内に分泌物がある

時は各物質共大体その部の腺細胞に応じた濃度

或いはそれより僅か低濃度で発現するようであ

る．穎粒状出現は分泌旺盛期と思われる少数例

に見られた．

按

著明な顯早歌に証明され，就中胞体先端部に豊

富である．叉含硫アミノ酸，中性メヂウムで証

明し得るフォスファターゼも，相当例において

顎粒欣に現われた．と．れらの諸勢粒は，活動期

に充盈し休止期に消失する点，並びにその出現

する位置的関係から，所謂分泌穎粒に相当する

ものと制断ずる．アー汗腺分泌穎粒は従来黄色

色素及び鉄を含み，固定染色上からは蛋白に富

むとされ，叉絶えす中性脂肪（否定する研究者

もある），コレステリン，エステル分泌に関係

するものとされていた。斯る脂質を中心とした

ものに，Cytol物質並びに含硫アミノ酸を併せ

考える必要がある．即ち所謂わきが臭を件う分

泌は，脂質，含硫物質，Cyto1物質に関係する

ものと判断される．

　腺細胞内には可成り著明に炭酸アンヒドラー

ゼを認め得る．汗腺は腎，肺と同様に排泄器管

と考え得るが，炭酸或いは水分排泄調節に際し

て，本酵素は重：要な役割をもつている．とのヒ

とは汗腺においても同様で，本酵素は外分泌に

件う胞体内pHの調節（塩基性な原形質）に意

義をもつものと考え得る．

論

を組織化学的に検索し，これに基きアー汗腺分

泌部の各種組織，細胞の機能並びに諸物質の意

義を考察した．
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　（2）アー汗腺固有膜及び準滑筋細胞はCytoI

物質，含硫アミノ酸，塩基性アミノ酸に富み，

殊たPhosphataseが陽性なる～二とより，その牧

園機能の存在を改めて考察立証した．

　（3）所謂わきが臭には従来考えられている脂

質以外に，含硫物質，Cytol物質も叉密接な関

係をもつであろうととを推定考察した．ゴ

　（4）アー汗腺の外分泌に件う胞体内pH調節

には炭酸アンヒドラーゼが極めて有意義である

ヒとを立証した．

第　2編

第ユ章アー汗腺排泄管の組織学的所見

　一般に腺では主部（分泌部）HauptstUckが排

泄管（導管）に移行する部は細くて頸部（中間9

部，介在部，時評部）H：alsstUc≧（SchaltstOck）と

呼ばれ，汗腺にもかかる移行部が存在

して：い・V・筈である．又i排泄管は通常起

始部An鼠ngsst蔵ck，中部MittelstUck及

び絡末部Elldst〔ickの3部に分けられ

るが，以下順を追って形態学的検討を

行って見たい．

　1）移行部

　汗腺にかかる移行部が存在するとと

については今日迄確実な記載がないの

であるが，最：挙揚（1941）は腋窩汗腺

に見られるとし，伊東乳円乗（1946）

は腺管及び排泄管起始部とは明らか

殼皮暦がない．陽暦細胞は扁亭に近くその大さ

配列は不規則で平滑筋細胞は殆んどなV・．内野

細胞に腺細胞が混ずることがあるが，漸次その

第1図　腋窩アー汗腺移行部（潤下部）

　　　　（腋臭，H87，380×）

に区別される移行部の存在するヒとを確認して

いる．即ち移行部は排泄管と同じく鉄ヘマトキ

シリンやエオジンで彊染して暗調を呈するから

腺管より容易に区別出来，叉その上皮細胞が円

柱形であることから排泄管とも識別される．

　アー汗腺にもかかる移行部が存在することは

伊東により確認された．即ちアー汗腺の腺管は

排泄管に茸し非常に太く，腺管の終末部から排

泄管に三って急に漏斗歌に細くなり排泄管より

の所に後述の如き特殊な円柱上皮が出現する．

しかしとの円柱上皮が現われすに直に排泄管上

皮になって移行部を欠くとともあるとされてい

る．移行部上皮は多くは2暦で，内暦細胞は円

柱形叉は立方形で核は比較的大きく原形質に乏

しい．管腔面は凸降しその闇に閉鎖堤はあるが

：丈が低くなり叉粗大野冊を含み核が大きいから

容易に区別される（伊東）．

　余も叉伊東の記載する如き移行部を見た．即

ち第1図の如く管腔面は凹凸不雫で1個の腺細

胞が混在し殻皮暦がない．内暦細胞は立方形で

原形質少なく核は比較的大きく明るく，配列は

割合規則的である．回暦細胞は扁干で核の大さ

配列は不規則で濃染している．

　2）起始部並びに申部

　排泄管の上皮は2暦で内層細胞は一般に立方

形に近く，管腔面聞には閉鎖堤があり殻皮暦を

有する．外傷細胞は扁平で通常一楽である．そ

の形は不規則であって原形質核共に曙調であ

る．核の形は楕円形，筆端円形でその大さ，配

列共に不規則である．太さは腺管より細いが，
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中部には膨大部が存在し汗の排泄を調節すると

V・われてV・る（Schieffヒτdecker，　Hoepke　1927，昌

高木，原田1942）．以上の如く起始部と中部は

位置的に区別されたに過ぎす形態学的相違は認

められない．

　3）絡末部

　排泄管が表皮内を迂曲上行し汗口を以て皮膚

表面に開口する迄の間をいう．アー汗腺は毛髪

と一定の関係を保ち，表皮面と鈍角をなす側に

あり，又これを軸として45。～50。以内の側方

廻転をなしていることがある（森岡）．管は皮

脂腺の小葉間を通って毛嚢に注ぐのが常である

が，往々毛嚢附近の表皮面に開口するととがあ

るとしている．

　絡物部の起始部即ち乳頭暦内にある部分の構

造は中部と大体似ている．即ち内層細胞は通常

立方形で明調，二皮暦閉鎖堤を有する．原形質

には糸粒体が中部に比し少なく粗であるが分布

は略ヒ雫等である．外論細胞は暗調で周囲の表

皮細胞と略ζ同じ性質を持つ．

　絡末部が表皮角皮麿を通過する時は最：早藤有

の上皮細胞はなく，管腔は角化した角質鱗で囲

まれ，閉鎖堤の存在も認められない．

第2章アー汗腺の脈管系並びに色素注入実験

　木立．（1949）によれば糸球内排泄管及び分泌

部は，皮膚動脈網から出る1本の動脈から血液

の供給を受け，この動脹は排泄管の下％に分布

し，上施は乳嚇下動脈網からの分岐をうけてい

る．毛細血管分布の形式は詩評或いは密網歌に

第2図　腋窩アー汗腺移行部

　（潤管部）周囲の脈管叢

　　（腋臭，H8も150×）

管部）周囲には，小動脈，毛細血管叢が比較的

豊富であるととは毎常観察する所で，第2図の

如くである．

　更に汗管周囲の脈管の詳細，及び移行部の機

能的解剖学的構築を明らかにする目的で，』次の

色素注入実験を行った．

　　　第1項実験材料及び実験方法
　（1）実験材料

　腋窩皮膚切除術を希望せる腋臭患者4名を利用し

た．即ち

例数

ユ

2

3

4

氏　　名

山○秀○

前O耕○

入O普○
山〇三〇

年齢

21

24

25

25

性

3

8

3
δ

臭　度

中等度

軽　度

高　度

中等度

標本番号・

H29

H30

H31

H45

周囲を極めて密に取巻き，．血流量は甚だ大であ

るとされて：いる．・叉我々の注目する移行部（潤

　（2）　実験方法

　最初め3例（II29，　H30，　II31）には，切除予定腋窩

皮膚に2％イソチゴ・カルミン（Grubler）水溶液1・0

～1・5cc皮下牲射．注入後15～25分にして切除，直ち

に固定．

　第4例（H45）にぽ，術前に1％塩酸ピロカルピソ

0・7cc皮注，発汗最高と見られた約10分後，2％イン

チゴ・カルミン水溶液約1・Occ皮注，約15分後にし

て切除，直ちに固定．

　固定染色は，教室倉田の創案せる方法によった．

即ち
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1）固定：無水アセトン　室温24時聞

2）脱水：無水アルコール　24時聞

3）包埋

4）切片作成後はイソチゴ。カルミンを水に難溶に

　するため，5％塩化バリウム水溶液中にて貼付

　け
5）その後はキシロール→純アルコール→塩

　化バリウム飽和70％アルコール→5％塩

　化バリウム水溶液

6）染色：B6hmerのヘマトキシリソ溶液

　100ccに：塩化バリウム2．59を加え，沈

　澱を濾別した液で核染色後，5％塩化バ

　　リウム水溶液中で色出しし，次に1％の

　割に塩化バリウムを加えたエオジン水溶

　液で後染色，染色時間は曹通の重染色壇

　の場合と同じ．

7）封入：再び5％塩化バリウム水で洗つ

　た後，：塩化バリウム飽和70％アルコール

　→純アルコPル→キシロール→バルサ

　　ム．

　　　第2項　実　験　成　三

輪歌叉は牛耳状に走り，腺細胞内には滲出して

V・なV・．即ち～群れは腺体（糸球）を囲続してV・

る脈管像を示すもので，而も腺細胞とは何らの

交流のないヒとを意味している．

　色素流は更に汗管末梢部を上行し，前述の如

第4図　移行部におけるインヂゴ，

　カルミン吸牧町　（H23，140×）

第3図　分泌部における色素像

　　　　（H23，140×）

　注入色素にインヂゴ，カルミンを用いた理由

は，網群婚細胞に貧喰されす，脈管内或いは細

胞間内の流れの正確を期するためである，

　分泌部壁体では色素流は第3図の如くで，腺

管断面像におV・ては固有膜及び雫滑筋細胞暦を

　　　き上皮は2層で暗調であるが細胞形は円

　　　糠蝦である移行部に至っている．との部

　　　では第4図の如く，色素流はやはり腺管

　　　断面を輪；状或いは宇離歌に取難くが，そ

　　　の態度は分泌部のと幾分趣を異にし，圃

　　　有膜暦で禰漫性に細線東歌となる．それ

　　　より内外2暦の上皮細胞に向っては，細

　　　直線歌或いは僅かに蛇行して細胞間或V・

　　　は内を管腔に赴き，全体としては恰も刷

　　　毛脚こ見える．管腔面では殆んど閉鎖堤

　　　に迄達し管腔内に出んとしている像が見

　　　られる．しかし管腔内に滲出している像

　　　が認められないのは，インヂゴ，カルミ

　　　ン注入より皮膚切除迄の三三的関係によ

るものであろう．斯る色素吸牧像を示す腺管断

面の数は1個のアー汗腺全体から見れば，僅か

に数個が数えられるのみで，ヒれは切片の厚

さ，汗管の蛇行同等にも関係して来るヒと勿論

である．叉斯る吸牧像は1個の腺管断面全部に
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見られるヒともあるが，部分的に現われ

ているととの方が多いようである．ヒれ

は伊東の所謂アー汗腺移行部が極めて短

いことを示していると思われる．

　排泄管起始部中部及び絡興部ではとれ

叉固有膜暦を騒歌或いは牛円歌に囲み上

行している．（第5図）所により細網欣

に囲起しているが叉太く走っている所も

あり，色素線の濃淡色色で分泌部におけ

るが如く一様でない．外野細胞基底部迄

色素が僅かに滲回している像が稀に見ら

れたが，大体におV・て上皮細胞内には滲

透していない．管腔内には勿論出ていな

い．若し見られるとすれば移行部より牛

牧されたものであろうが，余の標本では認めら

れなかった．

　切除前塩酸ピ・ヵルピンを皮注して前処置を

第5図　排泄管鑓始部及び中部のインヂ

　　：ゴ，カルミン像　（H23，140×）

施した実験例では，所見は上述例と略ヒ同様で

特に変った点は認ぬられなかった．

第3章　腋臭アー汗腺の示申経

　外分泌腺の分泌部位には，主として交感紳経

節1伏索或いは末梢の紳経節を出る交感紳経が分

布するとされている，即ちこれらの神経節から

来た紳経は細い無髄繊維となって腺細胞聞に分

岐する．

　汗腺分泌が祠軽の直接支配を受けるととは

夙に：認められた、所で，Tomsa，　Kδ1】三ker（1880）

Ranvier（1889）の組織学的研究で確認された．

Ranvierは腺管周囲の祠1経叢から分岐する紳経

繊維は，固有膜を貫き分泌細胞間に分布すると

した　Arnstein（1895），S伽Peri（1798）は分泌

部，排泄管周囲の結締織中に，骨細な無髄祠軽

繊維の祠1経叢を認めてN（る．Arnsteinはそれか

ら出る紳経の終末は少しく肥厚して分泌細胞上

に絡ると．滝野（1929）は紳経繊維の搾る物は

卒滑筋に終るが，他のものは分泌細胞間に入っ

て絡末は小鮮或》・は小環を形成するとし，叉有

髄耐経が髄鞘を失って分泌細胞内に終るのを

見，汗分泌は交感，副交感両示申経の二重支配を

受：けるとし：た．：Boeke（1934）はその祠｛経繊維

がMyoeplt　hel　zelle11と関係あることは疑のな》・

所で，分泌細胞ではその原形質内迄追跡し得る

ようだとして》・る．Johnは：Myoepithel　zelle11

には紳経絡末小網が密に纒絡し，Myoepithel

zellenを欠く汗管にも分泌部同工の有核の祠1経

絡末網ありとし，更に叉排泄管には耐経網が豊

富に存在するとしている．

　余はアー汗腺特にその移行部における甲声の

態度を追究する目的で次の実験を行った．

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　1）実験材料

　2名の成年男子，難度共に申等度の腋臭患者の腋窩

皮膚を利用した．

　2）実験方法

　金大佐織教室法による．

　　　　　（2）実　験　成　績

　結合織中では微細祠1経繊維が網1伏に纏絡して

いるのを見る．その闇に比較的太い無髄総懸繊

維が走り，固有膜外を並走している．その末梢

は漸次微細となり，所により固有膜を横断し，

Myoepithel　zelle11暦にノ」・網状に分布して：V・る

像を見るととがあるが，寧ろ斯る像を初暦にき

【176】



汗腺の組織学的並びに組織化学的研究 177

れぎれに点在しているのを見ることの方が多

い．腺細胞内えの侵入像を追跡することは出来

なかった．以上はアー汗腺各部に共通である

が，分泌部，移行部に顕著なようである，

　移行部周辺には祠1経叢が可成り豊：富に蝟集

し，同時に叉小動脈が同部に密在しているのが

見られる．それら剥1経叢より示中川繊維が移行部

に分布する態度は上述の如くである．

第4章　総括並びに結論

　以上アー汗腺移行部（潤四部）における脈管

門並びに野州系を，文献的に考察し且つ実験的

に検証して来た．本篇に対する考按は次篇に譲

るとととし，以上を総：明する．

　（1）アー汗腺排泄管に移行部の存在する～二と

は既に菅，伊東等の記載する所であるが，余も

叉斯る部位のあるヒとを確認した．

　（2）アー汗腺移行部周辺には，小動脹，毛細

血管が比較的豊富である．

　（3）インヂゴカルミン注入実験により，移行

部周囲には脈管が：豊富に囲旧していることを見

：た．

　（4）インヂゴカルミン注入実験により，色素

は移行部上皮細胞を通して，管腔に滲出するこ

とを実証した．

　（5）移行部周辺には榊経叢の密なることを観

察した．

　（6）腺房細胞の皆労分布に関しては，祠軽繊

維がMy・ep｛the1・e11・nと関連あるやに観察さ

れたが決定的でなかった．

第　3篇

第1章エツタリン汗腺の組織学的所見

　Purkinje（1833）による汗腺の発見後，　Robin

（1845）は大小両汗腺の2種：類を区別し，K611iker

（1889）等は両種汗腺は互に移行する同一種i類

の2つの台下であろうと考えた．Schi赫erdecke「

（1917）は皮膚腺を腺細胞の変化により皮脂腺

をホロクリン腺とし汗腺をメロクリン腺としだ

Ranvier（1887）の分類法に従い，更にメロクリ

ン腺をアポクリン腺とエツタリン腺とに明確に

区別した．即ちエー汗腺は全身皮膚に分布する

が，アー汗腺は一定部位に限局しているとと，

次にアー汗腺は毛嚢より発育するがエー汗腺は

毛と関係がない．更にアー汗腺腺細胞の原形質

内貼形質は，絶えず流出，駅留を繰り返して細

胞形が変るのに反し，エー一汗腺では箪に分泌液

を排出するのみで細胞形には変りがないという

分布，発生，分泌の3つの相違にその根拠を置

V・’てV・る．

　汗腺は糸球を形成する管歌腺（糸球1伏腺）で，

叩網と同じく排泄管と分泌部（主部，腺体）と

の分化が見られ，その間に移行部（頸部，中間

部，潤管部）の存在が確認されている（菅（19

41）伊東，円乗（1946））．

　分泌部：

　エー汗腺ぽアー汗腺に比し腺管は細く，腺腔

は狭い，叉アー汗腺のような太さ，広さの動揺

がなV・．腺細胞はアー汗腺のものに比し非常に

小さく且つ明調である．上述の如くアポクリン

的分泌を行わないから形の上の変化はな》・．細

胞の配列は従来唯不規則であるとして明確に記

載されなかつ’たがMinamitalユi（1941a．）は2列

叉は2暦に配列すると記載し，伊東（1943）は

それを確認して回暦細胞，基底細胞と呼んでV・

る．即ち前者は高い細胞で先端は広く，基底部

は細く基底細胞闇を通って固有膜叉は雫滑筋細

胞に附着し，核は先端部の下界にあって暗調で

ある．後者は一先端部が細く且つ円いが基底部は

広くその広い基底面で『二滑筋細胞叉は固有膜に

接し，核の位置は不定で明調である．
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　土一一汗腺には細胞聞及び細胞内分泌細管が存

在するが，とれ叉アー汗腺と異なる点で，更に

伊東（1943，44）は分泌細管は基底細胞のみに

存在し，表層細胞内の間隙を通って腺腔に開口

するとしている．

　表暦細胞の腺腔に面する遊離表面間には閉鎖

堤がある．原形質内分泌穎粒は両種細胞共に比

較的微：細である．

　移行部：

　菅の記載によると排泄管上皮内層の立方形細

胞は漸次高さを増し，騒騒暦は漸次消失腺管の

円柱形腺細胞に移行するとし，伊東，円乗は次

の如く述べている．移行部におや・ては上皮は2

暦で，内暦細胞は円柱形で，原形質は暗調，遊

離表面に殼皮暦を欠くが排泄管に近い細胞には

薄V・殻皮暦が現われ漸次厚くなる．閉鎮堤は点

歌叉は小桿歌．核は楕円形で底部に偏在して規

則正しぐ1列に配列す：る．、外転細胞はこれに比

して著しく小さく，『配列が粗で所々『i滑筋細胞

を混参ち．核の形，大きさ，配列等は不規則で

ある．排泄管は腺管に比して梢ζ細いが，移行

部は両者の中間にある．』叉排泄管起始部は腺体

内で始まるから，’移行部は腺管切断面間に求め

られる．

　排泄管：

　起始部：二部及び終末部の3部よりなる
が，，その詳細は前記アー汗腺¢）ものと大差はな

v、．

第2章工一汗腺の瀞経

　余はエー汗腺特にその移行部の榊経分布を追

究する目的で次の実験を行った．

　　　（1）実験材料並びに実験方法

　1）実験材料

　成人男子の上腰部皮膚を用いた．

　2）実験方法

　佐ロ民法による．

　　　　　（2）、実験成績
　第6図に示す如く，エー汗腺排泄管と並走す

る血管に澹い，可成り著明な祠1三二が移行部に

第6図（1）エツタリン汗腺及びその

　．排泄管の示申経繊維　（Hn4，87×）

二ってV・る．移行部（浸潤部）ではその祠三門

が二二に分岐，網状をなしてV・るのが見られ

る．その網ナ伏をなすものは移行：部上皮細胞に祠1

経絡末を躍くもので，叉との部には小動脈が密

在してV・るのが同時に見られる．腺細胞壁：筋膜

外には細網歌の沸経繊維がきれぎれに認めら

れ，且つその部には小血管が極めて豊富であ

る．以上6紳経繊維は腺細胞固有膜を貫き，細

胞内に向うのであろう参その詳細は追跡出来な

かった．

第3章工ツタリン汗腺の組織化学

　本章におV・て峠工一一汗腺の系統的な組織

イヒ学白勺検索をそ＝了つた．

　　第1項工一汗腺のCyt・1物質

　　　（1）　実験材料及び実験方法

　材料は次の5例で観察した．

例数

1

2

3

4

5

病　　名

結核疹
狼　　平

準　．臭

味　巣
頭部血腫

部　眼

下　腿

頭　部

腋　窩

腋窩
頭　部

標本番号

H75

H78

H85

HS8

H89
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第6図（2）エツクリ汗腺移行部、（潤

　丁台）．の祠軽繊維，（耳n4，290×）

嚢

四三三一『

　方法は大原法（アー汗腺部参照）によった；

　　　　　（2）　実　験，成、績

　Cyto1物質の分布は第9表の如くで結締

織，管．血壁，固有膜及び平滑筋細胞暦に陽

性～張陽性に不等に分布し，細胞では核に

弱く原形質には微弱陽性，唯H75耳78の基

底部に僅かの紫赤色穎粒が見られた．

　　　　第2項工一汗腺における

　　　　　　　i数種Amino酸

　　（A）塩基性アミノ酸（A「ginin，

　　　　　H：fstidin，　1山ysin）

　　　（1）　実験材料及び実験方法

　材料は前項のCytol反応に用いたものと同一・

で，方法は大原のTropeolin染色（アー汗腺部

第；9表　工一汗腺におけるCytol物質

H75

分

三

部

．固　　　有　　　膜

昂　滑　筋　細　胞

十

十

腺

細

胞

表　　二

三　　，底

原形質
　核』

±

±

原形質±～十十（G）

　核　｝±

H78

十

十

±

±

±～＋（G）

　　±

H85

十

十

±

土

±～十

　±

H88

十

十

±

±

±～十

　±

H89

移

行

部

排

泄

管

±

二

三～十

　±

腺 二

丁 卵 膜 十 十 十 十 什

上
皮
細
胞

内　　回

外馳　暦

原形質
　核

原形質
　核

殻

管

皮 層

腔

±

±

±～什（G）

　　±

十

．±

±

土～＋（G）

　　±

十

±

±

±～十卜

　±

十

三

±

±～十

　＝±9

1十

士

±

±～十

　±

十

固 有 膜 十 十 十 十 什

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

殻

管

皮 層

’腔

±

±

±～什（G）

　　±

±

±

±～十

　三

十

二

±

±～十

　±

十

±

±

±～十’

　二

十’

±

士

’±～圃十－

　：±：

十’

一… A性±…微弱陽性＋…弱陽性十…陽性丹…強陽性辮…高々陽性冊…
上より強きもの十ト・・（G）……暗紫赤色穎三三
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参照）によった．

　　　　　（2）実 験成績

　分布は第10表の如くで赤血球に極めて著明，

結締織，血管壁，固有膜及び亭滑筋細胞暦に彊

：第；10表　工一汗腺におけるArg｛nin，　Histldin，：Lysin

分

泌

部

固　　有　　膜

亭骨筋細胞

腺

細

胞

表　　層

基　　底

原形質
　核

原形質
　核

H76

十

十

十

十

十

十

H78

十

十

十

十

十

十

H85

十

十

十

十

十

十

1188

十

十

十

十

十

十

H89

移

行

部

排

泄

管

十

十

十

十

十

十

腺 腔

固 有 膜 十 十 十 十 十

上

皮
細
胞

内　　選

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

脚

下

皮 層

腔

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

固 有 膜 十 十 十 十 十

上
皮
細
胞

内　　層

外　　暦

原形質
　核

原形質
　核

仁

管

皮 層

腔

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一… A性±…微弱陽性十…搦陽1性十…陽性什…強陽性柵…張・々陽性柑…・

上より稽，々強きもの±

陽性に出ている．

　腺細胞，上皮細胞では基底部に陽性程度で表

層はそれより梢ζ弱V・ようである．

　殼皮暦にも叉陽性に出ている．

　　（B）Cystln及びCystein

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　材料は次の5例を用いた．

　方法は大原・倉田法（アー汗腺部参照）によった．

例数

1

2

3

4

5

病 名

足蹴鶏眼
狼　　　瘡

腋　　　臭

頸腺結核
色素性母斑

部位

足蹴
頭部
腋窩
頸部
頬部

標本番号

H76

H78

H80

H81

H83

（2）実験成績

【玉80】
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：第11表　工一汗腺にお・けるCystin　u．　Cystein

分

泌

部

固　　　有　　　膜

李滑筋細胞

腺

細

胞

表　　暦

基　　底

原形質
　核

原形質
　核

H76

十

十

±

十

±

十

II78

十

十

±

十

一

十

H80

十

十

±

十

胡

国

II81

十

十

±

十

±

十

II83

移

行

部

排

泄

管

十

十

士

十

±

十

腺 腔

固 有 膜 十 十 十 十 十

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

殻

斗

皮 層

腔

±

十

±

十

十

±

十

±

十

十

±

十

±

十

十

±

十

士

十

±

十

二

十

十 十

固 有 膜 十 十 十 十 十

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

威

逼

皮 層

腔

±

十

±

十

十

±

十

±

十

十

±

十

±

十

十

±

十

±

十

十

±

十

二

十

十

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽性十卜…強陽性柵…強’々陽性柵・・

上より稻ぐ張きもの±

　一般に赤血球，結締聞及び固有膜に多くう上

皮細胞では基底部に僅かに多いようである．各

部間の差は殆んど認められない．

　　　　第3項工一汗腺における

　　　　　　　　2～3の酵素

　　（A）炭酸アンヒドラーゼ（CO2－AIlhydrase）

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　材料は次の5例を用いた．

　方法は倉田法（アー汗腺部参照）による．

　　　　　（2）実　験成績
　工一汗腺では移行部上皮細胞のみに陽性で，

微細褐色穎粒が散在，その聞に塊状粗大顯粒が

例数

1

2

3

4

病 名

5腋

頸腺　結核
化膿性腋窩腺炎

腋　　　　臭

頸腺結核
　　　　　恥

部　位

頸

腋

腋

頸

戸

部

上

窩

上

窩

標本番号

H72

H73

H80

H81

H85

点在す．

　　（B）フォスファターゼ

　（a）アルカリフォスファターゼ

　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　材料は腋臭者腋窩皮膚4例（II87，　H88，　Hgo，　H91）
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及び健常な頭部皮膚1例（H89）を用い，方法は高松氏　　原法によった．

　　　　　　　　　　第12表　画一汗腺における炭酸アンヒドラーゼ

分

泌

部

固　　有　　膜

李下筋細胞

腺

細

胞

表　　層

基　　底

原形質
　核

原形質
　核

H72 H73 H80 H81 H8・，

移

行

部

排

泄

管

腺 腔

固 有 膜

上
皮
細
胞

内　　暦

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

殻

上

皮 髄

腔

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

＋（G）

固 有 膜

上
皮
細
胞

内　　慮

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

殻．　島
上

層

腔

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽性什…強陽性冊…強’々陽性柵…

上より梢ヒ強きもの±…（G）……褐色穎粒状

　第13表　工一汗腺におけるアルカリフナスファターゼ

＼丁数二丁
組織別＼
分

泌

部

固　　有　　膜

高下筋細胞

腺

細

胞

表　　層

基　　底

原形質
　核

原形質
　核

H87

±

±

±

H88

±

±

士

±

II　89

±

±

±

±：

IlgO

一～：±＝

　±

±

±

H91

十

十

古 血
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移

行

部

排

泄

管

固 有 膜 ± ±1一一±i＋

上
皮
細
胞

内　　暦

外　　層

原形質
　核

原形質
　零

墨

管

皮 層

腔

±

±

士

±

±

±

高

士

±

±

±

±

十

十

固 有 膜 ± ± ± 土

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原形質
　源

平

管

皮 層

腔

±

±

±

±

±

士

憎

憎

±

門

門

±

十

十

十

　　　　　　　　　一…陰性±…微弱陽性＋…弱陽性＋…陽性H・…弱陽性柵…強’々陽性柵…

　　　　　　　　　上り張きもの士

　　　　　　（2）実験成績　　　 微弱～躬陽性で，その各部間の著しい相違はな

　H91のみに典型的呈色反応が現われたが他は　　いようである．

「一般に濃度が淡かった．　　　　　　　　　　　　　（b）酸フォスファターゼ

　結締織，血管壁，固有膜及びr二滑筋細胞暦は　　　　　　　（1）　実験材料及び実験方法

　　　　　　　　　　　　第14表　工一汗腺における酸フォスファターゼ

　＼　回数番号
組織斑＼一＿

分

湊

確

固　　　有　　　膜

季滑筋細胞
腺1表層
細1

胞 基　　底

原形質
　核

原形質
　核

H87

±

，±

±

±

H88

±

士

十

十

H81｝

±

±

十

十

HgO

一～±

　±

十

十

H91

移

行

部

±

十

十

腺 腔

固 有 膜 ± ± ±1一～±1一

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原形質
　核

殻

管

皮

腔

±

士

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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排

泄

管

固 有 膜 士

上
皮
細
胞

内　　層

外　　層

原形質
　核

原：形質

　核

殼

管

皮 層

腔

±

±

十

二

十

十

十

± ±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽t生甘…強陽性柑…強ノζ陽性珊…

上より稽ζ強きもの±

材料はアルカリフォスファターゼに用いた皮膚と同　　　基底細胞並びに丁丁上皮細胞の原形質に

一材料で，方法はGomoriの原法による．

　　　（2）実　験　成　績

　固有膜，結締織に微弱陽性，腺細

胞，上皮細胞の原形質には弱陽性で

各部聞に殆んど差異がない．

　夢魔暦には陽性程度で，管腔内に

は見られなかった．

第4章総 括

　以上各種物質の系統的組織化学的

検索を行ったが，各項記載の分布状

況は第15表の如くである．

　全般的にはCyto1物質，塩：基性ア

ミノ酸及び含硫アミノ酸は固有膜，

亭滑筋細胞，血管壁等間質系組織に

多くて上皮細胞に少なく，フォスフ

ァターゼは逆に前者に濃度低く後者

に比較的高いようである．しかし細

部に関しては必らすしも一檬でな

く，次に各部について概括して見
る．

　1）固有膜：

　一般1こCyto1物質，：塩基性アミノ

酸，含硫アミノ酸に富み，汗腺各部

間の差異は認められない．フォスフ

ァターゼは微弱ながら陽性に出てい

るが，炭酸アンヒドラーゼは陰性．

　2）分泌部腺細胞及び排泄管上皮

　　　細胞：

　　　Cyto1物質が約回数例におV・て，顯粒歌出現を

　　　件つた他は，被検物質の濃度は低く，ヒの点ア

第15表　工一汗腺における各種：物質の分布朕況

　　被瞼物質
g織別

》tol物質
塩基腱

`mino酸
Cystin　u．

ャ昼ｾem

CO2－

`nhン・

g職8e

。Mk．

ohos
垂?＃Pse

Saure
oho5－
垂?≠狽≠唐

固　イ事膜

李下筋細胞

原形一表層

核

腺　細　胞

原形質 1
高論

核

腺　　　腔

固　有　膜

貯形質
上皮細胞

内層外層

核原形質

夢

核

殻　皮　層

管　　　腔

固　有　膜

班・形質
上波細胞

内層

核

原形質外層

核

殼　皮　層

管　　　腔 1

備　　　　考 点は一粒 点は顯粒

註　1）高さは反応度　2）幅は頻度

　3）点量は穎粒出現度
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一汗腺と異なっている．その申Cyto1物質は核

より原形質に比較的多く，塩基性並びに李下ア

ミノ酸は核に僅かに多いようである．フォスフ

ァターゼは原形質に微弱陽性．

　3）移行部上皮細胞：

　上項に述べた以外に特異なヒとは，その原形

質に炭酸アンヒドラーゼが弱陽性～陽性程度に

第5章考

　エー汗腺の組織化学的特性に関して

は，；炭酸アンヒドラーゼ（CO2Aと略記）

以外に特記すべきものがない．固有膜に

Cytol物質，含硫アミノ酸，若干度の塩

基性アミノ酸に富むことは，その一般的

な特性というべきであり，1若干のフォス

ファターゼを有することは牧縮性に関連

するものであろう．

　エー汗腺細胞の分泌顯粒に関しては，

出現していることである．

　4）殻皮暦：

Cytol物質，塩基性並びに画具アミノ酸，フ

ォスファターゼ共に張～弱陽性に出ている．

　5）管　腔：

すべて陰性であった．

按

　　　　　第7図（Pitts，　Alexander）

Tubular　urine　　　　　Dlstai　tubule　ceU

～これ迄殆んど報告がなく，Scha艶r（1927）もエ

ー汗腺細胞には含まれないとした．所が最近菅

（1941）は多量の分泌穎粒を含むが三二に乏しい

とし，永光，Min包mitani（ユ941）はアー汗腺の

ものに比し分泌穎粒が微細だとし，更に伊東

（1944）はエー汗腺細胞を既述の如く表層細胞，

基底細胞の2種に分ち，その各々についての分

泌二丁の形歌，分布を詳述している．

　との時CO2－Aが，腺細胞並びに導管移行部

（我々のいう潤二部）就中後者に比較的豊富で

あることは注目に値する．CO2－Aの分布並び

に夫々の組織にあっての意義に関しては，余の

別報告”CO2－ADhydraseの組織化学的研究”に

詳細であるので省略するが，汗腺に即しての意

義は次の如くに解釈したV・．

　即ち汗腺は肺，腎と同位置を占める排泄器官

であり，汗腺にあっては就中水分（98～99．5％）

を排泄する．分泌細胞である腺細胞内における

CO2－Aは，分泌、に件う，或いは分泌を円滑な

らしむるための胞体内pH調節に有意義なもの

であろう．次に潤管部上皮は一般に分泌を行っ

てV・なV・．にも拘わらす～二の部位に本酵素がよ

Na2HPO亀
@↓Na

gPO4”

Melabolite十〇2一→H20十CO2

@　　　　　　H2CO、；＝之H、0

Na
ｫ

’

NaH2PO4 HCO3’一一一一→NaHCO3’ Na

Tubular　blood
　　↓

　CO2

　↓

NaHCO3

り豊富であるととは，次の如くに理解される．

教室同人は，一般に腺管潤管部におV・て一種

の逆吸牧が行われていると考えている．例え

ば，汗腺と同じく水分排泄を行う腎にあって，

糸球体．で一旦濾出された水分並びに晶質の大部

分（38～99％）は，細尿管におや・て再び逆吸牧

されると決定されている．逆吸牧に際して，

CO2－Aは主役を演ずるもので，その機作は第

7図の方式に従うものである（第7図）．

第16表　腎におけるCO2－A分布成績

＼懇

ざ

犬

猫

モ1

モ2

モ4

皮 質 1髄　質

腎小体

糸

球

体

十

十

十

糸
球
体
嚢

器1

讐隣

±

十

十

十

±

±

十

十

十

±

介

在

部

集

合

管

十　　一

柵　±

十　±

州＋
＋1一

直

細

尿

管

ヘ

ソ

レ

係

蹄

一1一

十　　一

拝　　一

十　　±

集

合

管

註　モ……海i慎一……陰li生±：……弱陽性

　　十……陽性柵∵…強々陽性
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　腎におけるCO2－Aの分布は余の成績による

と次の如くである．

　即ち細尿管就中その介在部（潤管掌）に最：も

多い．COがAの存在が逆吸瓢を標示するもの

とすれば，逆牛牧は：就中，潤管部において最：も

勢力的に行われると判断することが出来る．こ

のととは教室同人島尾による病理学的所見の示

す意義ともよく一致する．

　汗腺排泄四部にあっても，同様な逆吸牧機構

が腎と同軌的に行われる～二とは，一応予想し得

る所である．但しその繊細短小な構造から，未

だ確実に証明されてV・ない．この聞既述の伊東

の報告（アー汗腺部参照）が注目に値する．即

ち汗管に注入した透過性の高い色素は排泄管部

から組織内に浸潤するという，これによって恐

らく確実に，ヒの部位でも逆吸牧が行われるも

のであろう．且つCO2－Aの存在が逆吸些々を

標示するものとすれば，その主なる逆吸牧部位

は汗腺潤管部において行われるものである．

以上余は汗腺CO2－Aの意義を上記の如くに考

え，且つ潤鞍部における逆吸牧能の間接的証明

を行ったものとしたい．

第6章　結

　（1）エー汗腺移行部周辺には淋経叢並びに瀞

経絡末が小動脈，毛細．血管と共に心慮的豊富で

あるととを観察した，

　（2）エー汗腺につき，Cytol物質，塩基性ア

ミノ酸，Cystln　u．　Cystein，　CO2－Anhydrase，

Phosphatase等；を組織化学的に検索した．

　（3）エー汗腺固有膜は，Cytol物質，含硫ア

論

ミノ酸，塩基性アミノ酸に富む．叉若干の

Phosphataseを有することは牧縮性に関連する

ものと思われる．

　（4）CO2－Aは移行部（潤管部）に比較1的豊富

であった．との～二とよリエー汗腺のヒの部位に

逆吸牧能が存在するヒとを推定する一証左とし

た．

全篇の総括並びに考按

　汗腺の構造は軍純な外分泌腺として：，次のよ

うに模式化することが出来る．即ち腺管系とし

て，腺房，血管部，排泄管並びにそれを囲記す

る脈管，紳経系に分たれる．

　腺房を囲続して豊富なる脈管（毛細血管並び

に淋巴叢），並びにtermiDales　Reticulumが存

在するが，その詳細は本文中に記載した．脈管

網を介して，外分泌さるべき基質が堅雪細胞内

に到る．との時アー汗腺内にあっては，特殊な

分泌が行われるが，それは脂質，含硫アミノ

酸Cytol物質を含むものである．外分泌に関

署してCO2－Anhydraseが比較白丁：豊富であると

とに注目を要する．

　腺房細胞は所謂Mアoepithelなる特殊な構造

をもつて：いる．そのMyo因子の緊張はterm｛一

nales　Retscuhmの緊張に張く支配されるもの

であろう．顕微鏡的にもterminales　Reticulum

がMyo因子に結合するか否かが問題とされて

V・る（余の観察ではとの結合は決定的でない）．

Myo因子並に固有膜に比較的多いPhasphatase

は，繊維牧縮に際して：Pのturn　overを件う～二

とを示している．

　腺房で生成され圧出された外分泌物質は，腺

管を経て排泄される．一般に腺房と排泄管の介

在部を，潤管：部としてi教室同人は：重：即するが，

汗腺にあっても潤二部は実在している．我々の

化学的感受体機構の立場に従うと，腺管潤管部

は可成り特徴のある性質をもつている．第一に

その部位における脈管系と腺管系との聞におけ

る国界車馬を挙げる．今色素を脈管に注入する

と，これは選択的に胃管部において腺管内に吸

・牧される像を得た．

　腺管内に色素を注入して，このものが国管部

で脈管系へ排泄されることの証明が一方必要で

【至86】
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あるが，アー汗腺内に色素注入を試みることは

困難で途に成功しなかった．従ってこの直接的

な証明を得てV・なV・．但し若干の間接的証明は

存する．即ち伊藤（1949）によると，電流輸逡

によって汗管に要り込んだ色素中，透過性の高

N（色素（SafraniD）は排泄管部から組織内に浸

潤するが．とれはその部の特殊な機能（吸牧？）

を考えせしめるという想定が試みられている．

この実験はエー汗腺についての報告であるが，

アー，エー汗腺就中工一汗腺は，水分排泄を中

心に腎，肺と同じく排泄器官と考えることが出

来る．我々は，撮棒な機能をもつ組織は相似な

構造をもつものと考えるが，三者の間の構造上

の想似性を求めると次の如くになるであろう

（第8図）

汗腺にあっては逆吸牧が行われているであろ

第8図　汗腺，肺，腎の相舞性

汗　腺

／

肺 腎

う～二との決定は至難である．前述の如く汗腺に

色素を注入してとれを追跡することが考えられ

るが，手技上困難である．僅かに前述伊藤の実

験が，とれをあり得る事実として暗示して》・

る．今工一汗腺のCO2－Anhydraseの分布を見

ると，潤管部に比較的に証明するととが出来

る．～二の存在は逆三三の示度となり得るもので

あるから，恐らくは確実にとの部位において逆

吸牧が行われていると推定するととが出来るで

あろう．

　教室同人は爾他臓器の三管部にあって：，脈管

→腺管（吸牧），腺管→脈管（排泄）を分つこと

に成功している．但し汗腺にあって：は，潤管部

は短くその分離は困難である．．

結

　（1）所謂わきが臭には従来考えられている脂

質以外に，含硫アミノ酸，Cytol物質も叉密接

な関係をもつであろうととを推定考察した．

　（2）アー汗腺腺房細胞のMyoe1）ithelzelle11に

Phosphataseが比較的多い～二とは，　Myo因子に

結合するであろう（余の観察では決定的でなか

った）term｛nules　Reticululnを合せ考えて，そ

の牧縮機序に密接な関係のあるヒとを考察し
た．

論

　（3）本響町部周辺には示申経叢，更にインヂゴ

カルミン注入実験により脈管が比較的豊：富に囲

綾iしてV・るととを観察した．

　（4）インヂ：ゴカルミン注入実験により，本潤

管部に吸牧能のあることを実証し，叉CO2－

Anhydraseが比較的多く分布するヒとより，逆

吸牧能の存在を推定し，以上から汗腺にも肺，

腎等と相似の化学的感受体機構の存在を想定し

：た．
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附 皮　脂　腺

　　　　　　　　　　　　　　　蘇1章

　皮脂腺は蜂案歌腺で眞皮申にあり，通常毛嚢

と立毛筋間に位置を占める．しかし本腺には毛

髪と関係を有する所謂毛嚢腺以外に，毛髪と無

関係な所謂遊離皮脂腺の型の存在が認められ
る．

　その魚体は腺細胞によって充され腺腔は見ら

れない．固有膜に接する外暦細胞は扁不で小さ

く，核は小楕円形，原形質中には脂肪小滴が僅

かに含まれるか或いは全然含まれなV・．糸粒体

は糸が犬：叉は小謡歌，時に穎粒駄で原形質内に略

ζ平等に分布しr論る．腺細胞は回暦より内暦

に進むに従い，大型の円形更に多角形の細胞と

なる．その原形質中には大小種々の脂肪小滴が

含まれるようになる．糸粒体の形は多く小町状

で，その量は原形質の多寡に応じ，脂肪小滴の

蓄積と共に漸次減量して来る，これら糸粒体の

皮脂腺の組織学的所見

中に小身粒が認められるが，と．れらは糸粒体か

ら形成されるもので脂肪小滴の表面に附着して

いる．固有膜外側には結締織が囲続し，その中

に各腺房を取巻く立毛筋を見ることが多い．排

泄管壁は三層の二二上皮で，その長さは短く，

表皮を：貫かすに下乳頭層で毛嚢側壁に開口す

る．

　皮脂腺の紳経支配に関しては，PeDsa（1897）

はGolgi法により棘経を表出したが確認迄に

至らす，K6111ker（1902），　Tretjako任（1902，

1922）は認めすとし，Stoehr（1929）は疑問干

している．K：adanoff（1924，1928）は周囲の結

締門中及び開口部に細い無髄祠軽繊維を認めた

としているが，130eke（1934）は；斯るホロクリ

ン腺では細胞個々の示中経支配は考えられないと

してい・る．

第2章皮脂腺の組織化学

　本章においては皮脂腺の系統的

組織化学的検索を行った．なお実

験材料及び実験方法は前記汗腺に

おけるものと同一なので，とヒで

は省略し実験成績のみを記載し
：た．

　第1項皮脂腺のCytol物質

　分布は第17表の如くで結締織，

固有膜に陽性～強陽性に不等に分

布し，腺細胞，上皮細胞では核に

弱く原形質には微：弱陽1生．穎粒歌

出現は見られなかった．

　　第2項皮脂腺における

　　　　数種アミノ酸

　　（A）塩基性アミノ酸

　　　（Arginin，　Histidin，　Lysin）

　分布は第18表の如くで赤血球に

著明なことは勿論であるが，結締

第17表　皮脂腺及び結締織におけるCyto1物質

組織剛
結

血

例数番号

締　　織

管　　壁

H75

十

十

II78

十

十

H85 H88

十

十

十

十

H89

十

十

血球

腺

体

頸

部

排

泄

管

赤

白

固有劇＋ 十 十 十 十

腺

細

胞r

原形質

　蚕

下～十

　十

三～十

　十

±～±

　十

三～±

　十

±～±

　十

固有劇＋ 十 十 十 十

上細
皮胞
原質形

　核

一～±

　十

一～±

　十

一～±

　十

一～±

　十

一～±

　十

管 腔1一
固　有　膜 十 十 十 十 十

上細
漏出

原形質：

　核

一～±

　十

一～±

　十

一～士

　十

一～±

　十

一～±

　十

管 腔1＿
　　1

一… A性±・・微弱陽性十…弱陽性十…陽性十←…

強陽性柑…三々陽性冊…上より梢ζ強きもの±
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第18表　皮脂腺及び結締織におけるArginin，　Histdin，Lysi11

面

酔

罵　　晶

晶　　壁

H76　　　H78

±

II85 HSS　　　II89

十十　　　十十　　　十十

十卜　　　十十　　　十十

血球

三

体

頸

部

排

泄

管

赤

白

丁 冊

固　有　膜 十 十 三 十

腺
細
胞

原形質

　核

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

固　有　膜 十 十 十

上細
皮胞
原形質

　核

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

±～十

　十

管 腔

固　有　膜 十 十 十 十 十

上細
皮胞
原形質

　二

一～±

　十

一～±

　十

一～±

　十

一～ ¥
　十

一～}
　十

管 腔

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽性甘…張陽性冊…
却々陽性柵…上より稽ヒ響きもの±

第19表　皮脂腺及び結締織におけるCystin　u．　Cystein

膏

血

締　　二
二　　　壁

H76

±

十

II78

±

±

I180

±

十

II8正

±

十

H86

十

十

血球

腺

一体

頸

部

排

泄

管

赤

白

十十　　　十十 十 什

固　有　膜 十 十 十 十 十

腺
細
胞

原形質

　核

±～十

　十

±～十

　十

±～±

　山

下～十

　十

±～十

　十

固　有　膜 十 十 十 十 十

上細
惣町
原形質

　核

±～十

　十

三～十

　十

±‡㌔±‡＋ ±～十

　十

管 腔

固　有　膜 十 十 十 十 十

上細
皮胞
原形質

　核

一～±

　十

一～十　　一～±

　十　　　　十

管 腔

一～十　　一～十

　十　　　　十

一1一

織，固有膜に強陽性．腺細胞，上

皮細胞では基底部に陽1生穆度で表

暦はそれより梢ヒ弱いようであ
る．

　　（B）Cystin及びCystein

　結締織，固有膜に多く上皮細胞

では基底部に僅かに多いようであ

る．各部間の差は殆んど認められ

なv・．

　　第3項皮脂腺における

　　　　　2～3の酵素

　　（A）炭酸アンヒドラーゼ

　赤血球以外に何処にも認められ

なかった．

　　（：B）フォスファターゼ

　（a）アルカリフォスファターゼ

　結締織，血管壁，固有膜に微弱

～弱陽性で，各部聞の差異はない

ようである．核では吸着像を示す

のみで陰性．

　（b）酸フオスファター・ぜ

　固有膜，結締織には微：弱陽性．

　腺細胞，上皮細胞原形質では弱

陽性から漸減し，脂肪含有部では

陰性となる．

　核には陰性．

一… A性±…微．弱陽性十…弱陽性i十…陽性十一…強陽性帯…

年々陽性柵…上よ精ζ強きもの士
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第20表　皮脂腺及び結締織におけるCO2－Anhydrase

組織別

例数番号

二

二

締

管

土

壁

H72 H73 H80 HS1 H85

血球

腺

体

頸

部

排

泄

三

鼎

白

L懸rl．1．興9⊥サ㊥．1．サ㊥」．サ㊥．

’1－1一トトト
固有劇一
一腺

　細

迦
原形質

　核

固有劇一
上細
巧拙
原形質

　核

管 腔1一

固有膜ト
上細
皮胞
原形質

　核

管 腔1一
一… A性±…微弱陽性＋…弱陽性十…陽性什…強陽性柵…
強々陽性州…・上より梢ヒ強きもの±…（G）…褐色穎粒朕±

　　　　第21表　皮脂腺及び結締織にお・ける

　　　　　　アルカリフォスファターゼ

結

血

腫

管

織

工

H87

±

士

H88

±

±

H89

±

十

HgO

±

±

Ilg1

十

十

血球

腺

体

頸

部

排

泄

管

赤

白

固　有　膜 ± ± 士 土 十

二
細
胞

原形質

　核

±～± ±～± ±～± ±～± ±～十

固　有　膜 土
：±：

± ± 十

上細
皮胞

原形引台一汁

　核

±～± ±～± 士～±： ±～十

管 腔

固　有　膜 ± ± ± ±　　　　十

皮野
上細
原形質

　核

一～± 一～± 一～士 一～±1一～±

管 腔

一… A性±…微弱陽性十…弱陽性十…陽性什…強陽性・田…・
転々陽性柵…上より」梢ヒ強きもの±

【1go〕



汗腺の組織学的並びに組織化学的研究　　需 ユ91

第22表　皮脂腺及び結締織における

　　　酸フォスファターゼ

結　　締　　織

血　　管　　壁

H87

±～十

　十

H88

±

±

H89

十

十

Hgo

±～十

±～十

Hg1

±

十

血球

導

体

頸

部

排

泄

管

赤

白

固有劇職 十 ± ± ±

腺
細
胞

原形質

　核

一～十 一～十 一～一 一～¥ 一～±
　±

固有劇± 十 十 山 雨

上細
皮胞

原形質

　核

一～十 一～十 十 一～¥ 一～±

管 腔ト
固有劇± 十 十 ± ±

上細
皮胞

原形質

　回

田～十 一～十 十 一～十 一～±

管 腔［一

一… A性±…微弱陽性＋…弱陽性十…陽性十卜…張陽性柵…

強々陽性柵…上よりり梢ヒ憎きもの±

第3章総括並びに考按

　前述の組織化学的所見より，次の如く総括考

按する．

　1）固有膜：

　一般にCyto1物質，塩基性並びに三士Alniuo

酸に富み，Phosphataseは微弱に出ている．と

いう乙とは，との固有膜繊維がこれら諸物質に

より構成される鎖歌物質であり，叉微：弱ながら

：Phosphataseが見られると．とは，繊維牧縮に際

してPのturlloverを件うと．とを示すものであ

ろう．

　2）腺細胞：

　検証した各種物質は僅かに出現しているが，

排泄管に到るに従い漸次脂質を豊富に含むよう

になる，元来人類皮脂腺の脂質は胎生期はコレ’

ステリンエステルで漸類脂肪出現し，生後10歳

～70歳の間に中性脂肪を認めるようになると

（小山），CO2－Anhydraseは認められ：なかつ「た．

　皮脂腺はもともとホロクリン的分泌を繰り返

す外分泌腺で，被検各物質が前述の汗腺に比

し甚だ少なく，叉CO2－Anhydraseが認められ

ないヒと等は，全分泌を行う本腺の分泌様式

に関係するものと思われる．唯固有膜にPhos

phataseが比較的多く見られることは，termiuales

Reticulum並びにMyo因子の存在が不確実と

はいえ，繊維i牧縮に際してPのtuflloverを件

うことを示している．
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第23表　皮脂腺における各種物質の分布歌況

　　被瞼物質

g織別
c｝to艮物質

塩基rl

`mlno酸

C｝bUn　u・

bysteユn

CO、，

`nhy
р窒≠唐

へ且k．

oho旨
垂?≠狽≠Te

S4ure
ohOb－
垂?≠狽≠唐

　　　　ノ求@　締　　織

一　　■

　　　　　　　　　　　一　一　　一
噤@　管　　壁　　　　　　　　　　，

血球 赤

自

固　有　膜腺　　　　体

原形質

腺細胞

核

固　有　膜
一　　◎

上皮細胞

原形質

j
h

管　　　腔

固　有　膜

原形質

上及細胞

核

管　　　腔

備　　　　考 点は顯粒1

註ユ）高さは反応度2）幅は頻度

第4章結

　1）固有膜は：他腺のものと同じ，く，Cytol物

質，塩基性並びに含硫アミノ酸に富み，Phos－

phataseを微弱に有し’てV・る．

　2）腺細胞には上記物質は少ない．

　3）CO2－Anhydraseは何処にも証明されなか

った．

論

　稿を終るに当り，御懇切なる御指i導御校閲を辱うし

た石川教授，終始御鞭健を賜わった京都大学青柳教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
に満腔の感謝を捧げる．
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